
 

 
 

（スライド１）第 19 回のフォーラムを開催

するにあたって、趣旨説明をさせていただきま

す。 

サブタイトルに刺激的なテーマを掲げさせ

ていただいていますが、今回のフォーラムでな

ぜこのテーマを設定したのかをお話しさせて

いただきます。 

（スライド２）この間、高等学校教育、大学

教育、そして大学入学者選抜の三位一体の高大

接続改革が進められています。その中で、昨年

度から大学入学共通テストが実施され、今年度

は２年目になります。 

（スライド３）新たなカリキュラムに基づく

2025 年度からの入試のあり方も議論が進んで

いるところです。その中で、もう一度、2014 年

から進められてきた高大接続改革を振り返り

ます。 

小学校、中学校、そして来年度からは高等学

校でも、新たな教育課程に基づいて授業が始ま

っていく中で、高校と大学の教育の接続をどの

ように考えていくのかが大きな課題でありま

す。 

（スライド４）第 15 回、第 16 回のフォーラ

ムは、学習指導要領の改訂を受けて「いま育成

すべき力は何かをともに考える」というテーマ

で２回にわたって行ってきました。かなり大胆

な教育課程の改訂でしたので、そのことにまず

共通理解を持ちながら、高校・大学がどのよう

につながっていくべきなのかを考えてきまし

た。 

（スライド５）昨年、一昨年の、第 17 回、

第 18 回のフォーラムでは「『教育の接続』とし

ての入試改革」と題して２回にわたって取り組

んできました。 

この教育接続の中で、大学入試という問題が

あります。大学入学共通テストが昨年度から始

まり、さまざまなトラブルがあり当初予定され

たことができなかったことで、昨年度から今年

度にかけて幾つもの会議が開かれ、提言が出さ

れたり、取りまとめが行われたりする中で、当

初に予定されたこととは大きく変わってきま

した。 

けれども、入試改革という議論でとどまらず、

高校生・大学生の学びがどのようにつながって

いるのか、大学入試が断ち切ることなく、その

学びが続いていく形にするにはどのようにし

たらよいのかを、正面を切って取り上げて考え

る時期であろうということで、今年度は「探究

的な学びから研究へ」というテーマを掲げてフ

ォーラムを開催するに至りました。 

（スライド６）大学入試のあり方に関する検
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討会議の提言でも、教育の一環としての入試と

いうことが、原則の３つ目で掲げられています。

今回のフォーラムでも、大学側から、そして高

校側から、どのようにつながっているのかをし

っかり押さえていきたいと考えています。 

（スライド７）そこで重視されるのは、高等

学校の新学習指導要領でも取り上げられる「探

究的な学び」です。総合的な探究の時間が設け

られる中で、小・中学校のように「探究的」と

は言わずに「探究の見方・考え方」と、まさし

く「探究」と正面から掲げて行うことになって

います。しかし「探究」という名前を冠した部

分にとらわれ過ぎてはいないか、そうした科目

に焦点が当てられているだけではないかとい

う問題もあります。 

（スライド８）一方で、総合的な探究の時間

を設けるときも、現場では、実際にどのように

授業を構築していけばよいのかという問題が

ございました。今年の４月の時点でも、なかな

かカリキュラムが分からない、何から始めたら

よいのか分からないという声も随分あった中

で、あと数カ月で実際に始めていかなければな

らない時期にあります。 

やはりこの問題「探究的な学び」を正面に掲

げて考えていく必要があると思います。 

（スライド９）学習指導要領の詳細を見ます

と、高校に求められるのは「質の高い探究」だ

と述べられています。解説の部分では「探究の

過程が『高度化』する」「探究が『自律的』に

行われる」の２つに触れられています。 

（スライド 10）一方、教科として「理数探究

基礎」「理数探究」という科目がありますが、

理科と数学の探究のプロセスのイメージが示

され、この中で「振り返り」の必要性が取り上

げられています。順序立てて探究するプロセス

があるわけですが、最後に振り返りをすること

で、さらに高次化していくこと、次の探究へと

進んでいくことが、教科のレベルでも、総合的

な探究の時間でも語られています。 

（スライド 11）学習指導要領の解説の中で

は、探究のプロセスの部分が４つありますが、

少し踏み込んで言えば、振り返り、考えや課題

の更新がこのサイクルをさらに深めていく、高

度化していく、自律化していくことにつながる

のではないでしょうか。この点がもう少し記述

されても良かったのではないかと考えます。 

（スライド 12）このように見てくると、小学

校や中学校とは違って「探究の見方・考え方」

は高等学校における独自性です。アンダーライ

ンを引いていますが「統合的に活用する」「複

雑な事象」「自己の在り方生き方」という点で、

高校生ならではの「探究の見方・考え方」を追

究していこうと、意識されていることがわかり

ます。 

（スライド 13）総合的な探究の時間の解説

でも、３点にわたって、教科との違いもはっき

りさせ、それぞれの特徴を示しています。総合

的な探究の時間で行う部分と教科で深める部

分、同じ探究という言葉を使っていても、位置

付け方やニュアンスが随分違っています。この

点を踏まえておく必要もあると思います。教科

と総合的な探究の時間を含めた教育活動の中

で、どのように「探究的な学び」を深めていく

のかが問われています。 

（スライド 14）教科のレベルと総合的な探

究の時間のレベルで、それぞれのプロセスの違

いを示しています。 

（スライド 15）そのようなことを意識しな

がら、実際に高等学校における探究的な学びが、

大学の研究にどのようにつながっていくのか、

高校生・大学生一人一人にとって何をもたらす

のかを真剣に考える時期に来ています。それぞ

れの立場を超えて、一緒に考えていく場を、こ

のフォーラムが提供したいと考えています。 

今日は、大学の側から関西大学の山田先生、

高等学校の側からは兵庫県立村岡高校の岡田

先生、京都府立宮津高校・宮津天橋高校の多々

納先生をお招きして、実践を踏まえて、高校か
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ら大学への接続をしっかりと考えていきたい

と思います。特に地域に根差し、地域をつくる

実践をお聞きできると楽しみにしております。

先生方、どうぞよろしくお願いいたします。私
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（スライド９）学習指導要領の詳細を見ます

と、高校に求められるのは「質の高い探究」だ
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高校生ならではの「探究の見方・考え方」を追

究していこうと、意識されていることがわかり
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でも、３点にわたって、教科との違いもはっき
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分、同じ探究という言葉を使っていても、位置

付け方やニュアンスが随分違っています。この

点を踏まえておく必要もあると思います。教科

と総合的な探究の時間を含めた教育活動の中

で、どのように「探究的な学び」を深めていく

のかが問われています。 

（スライド 14）教科のレベルと総合的な探

究の時間のレベルで、それぞれのプロセスの違

いを示しています。 
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今日は、大学の側から関西大学の山田先生、
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第1９回 高大連携教育フォーラム

探究的な学びから研究へ

～教育改革のジャンピングボードとなるためには～

趣旨説明

大学コンソーシアム京都 高大連携推進室

長谷川 豊（京都府立大学）

（出典）大学入試のあり方に関する検討会議議（第18回）
R2.11.27【参考資料２】大学入学者選抜関連基礎資料集

「高大接続改革」＝三位一体の改革
2014中教審答申 2015高大接続改革実行プラン
2016高大接続システム改革会議 「最終報告」

大学入学者選抜改革 この間の動向
◆「学力の3要素」を多面的・総合的に評価する入試に転換
◆「大学入学共通テスト」 2020年度開始 2024年度新学習指導要領対応
◆「大学入試のあり方に関する検討会議」 提言 ２０２１年７月

【2019年度まで】 ➜ 【2021年～ ２０２５年度～】

共
通
テ
ス
ト

個
別
選
抜

マークシート式
問題のみ

英語「読む」「聞
く」のみ
配点：筆記２００点
リスニング５０点

学力の３要素
が評価できて
いない入試

早期合格によ
る高校生の学
習意欲低下

記 述 式 問 題
（国語・数学）
の導入

４技能評価へ
転換 民間の
資格・検定試
験活用

マーク式問題の工夫・改善
記述式出題は、総合型・推薦型を含む各大学入試
で改善する方向へ

リーディング１００点、リスニング１００点の配点
総合的な英語力は、各大学が「外部検定を活用」す
る方向が現実的

「大学入学者選抜における多面的な評価の在り方
に関する協力者会議」審議のまとめ ２０２１年３月
■引き続き学力の３要素を多面的・総合的に評価
する方向で改善 「主体性を持って多様な人々と
協働して学ぶ態度」のみの評価ではなく３要素で
■調査書の記載内容等の見直し・簡略化、電子化

主体性等評価
ツールの高大
接続ポータル
サイト「Japan

e-Portfolio 」
運営許可取消

第1７回＆第１８回フォーラム

「『教育の接続』としての入試改革」

本フォーラム趣旨

•急激に変化する時代の中で求められる
資質・能力を育むべく、高等学校教育、
大学教育、大学入学者選抜の三位一体
で改革が進められている。

•大学入学共通テストでは思考力・判断力
がいっそう問われるようになり・・・

学習指導要領改訂の考え方 2016中教審答申 2018高校改訂

育
成
す
べ
き
資
質
・

能
力
の
3
つ
の
柱

第15＆16回
フ ォ ー ラ ム

「いま育成す
べき力は何
かをともに
考える」

成果

素材 方法

大学入試のあり方に関する検討会議 提言（概要） 2021年７月８日

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

長谷川　豊（大学コンソーシアム京都 高大連携推進室長／京都府立大学 公共政策学部 准教授）
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本フォーラム趣旨

•・・・高等学校の新学習指導要領では探究的
な学びが重視されている。

•探究的な学びが、高等学校と大学、地域社
会で連携して取り組まれている一方、「探
究」を冠した時間や科目の進め方にのみ捉
われてはいないだろうか。

高校において求められる「質の高い探究」
『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 総合的な探究の時間編』（平成30年7月）より

1.探究の過程が「高度化」する
① 探究において目的と解決の方法に矛盾がない

（整合性）
② 探究において適切に資質・能力を活用している

（効果性）
③ 焦点化し深く掘り下げて探究している （鋭角性）
④ 幅広い可能性を視野に入れながら探究している

(広角性)
2.探究が「自律的」に行われる
① 自分にとって関わりが深い課題になる （自己課題）
② 探究の過程を見通しつつ，自分の力で進められる

（運用）

③ 得られた知見を生かして社会に参画しようとする
（社会参画）

探究の過程と生徒の学びの姿
『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
総合的な探究の時間編』（平成30年7月）より

振り返り、
考え・課題
の更新

探究の高度化
（深化）・自律化

総合的な探究の時間の準備をしていない理由（２０２１年４月時点）

調査テーマ：「総合的な探究の時間」に関する高校教員を対象とした調査
調査方法：インターネット調査
調査期間：2021年4月9日（金）～11日（日）
有効回答数：全国の教職員200名
実施機関：株式会社クロス・マーケティング
出典）Edv Future株式会社が2022年度から新設される「総合的な探究の時間」に関する意識・実態調査を実施

～全国の高校の38%は探究学習の準備を実施していないという実態が明らかに～ 2021年5月11日
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000065750.html

高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の
学習過程（探究の過程）のイメージ

『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 理数編』（平成30年7月）より

総合的な探究の時間の目標と「探究の見方・考え方」
『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 総合的な探究の時間編』（平成30年7月）より

• 目標 探究の見方・考え方を働かせ，横断的・
総合的な学習を行うことを通して，自己の在り
方生き方を考えながら，よりよく課題を発見し
解決していくための資質・能力を育成する

• 「探究の見方・考え方」 各教科・科目等にお
ける見方・考え方を総合的・統合的に活用して，
広範で複雑な事象を多様な角度から俯瞰して
捉え，実社会・実生活の課題を探究し，自己の
在り方生き方を問い続けること

スライド 7

スライド 9

スライド 8

スライド 10

スライド 11 スライド 12
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総合的な探究の時間の探究と教科・科目の探究との違い
『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 総合的な探究の時間編』（平成30年7月）より

①学習の対象や領域は，特定の教科・科目等に留まらず，横断
的・総合的な点

総合的な探究の時間は，実社会や実生活における複雑な文
脈の中に存在する事象を対象としている

②複数の教科・科目等における見方・考え方を総合的・統合的に
働かせて探究するという点

総合的な探究の時間では，実社会や実生活における複雑な
文脈の中に存在する問題を様々な角度から俯瞰して捉え，
考えていく （cf.教科・科目の探究は，その教科・科目におけ
る理解をより深めることを目的に行われている）

③総合的な探究の時間における学習活動が，解決の道筋がすぐ
には明らかにならない課題や，唯一の正解が存在しない課題
に対して，最適解や納得解を見いだすことを重視していると
いう点

本フォーラム趣旨

• 高等学校における探究的な学びは、生徒・学生
一人ひとりに何をもたらし、大学での研究にど
のようにつながっていくものなのか。

• 本フォーラムでは、高等学校から大学を通した
探究的な学びのあり方とそのつなぎ方について、
生徒・学生・教職員が立場を超えて同じ場でとも
に考え、探究的な学びの可能性を探りたい。

「理数探究」と「総合的な探究の時間」における探究の過程
『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 理数編』（平成30年7月）

理数科 総合的な探究の時間

① 課題の設定
自然や社会の様々な事象に関わり，そこか
ら数学や理科などに関する課題を設定する。

① 課題の設定
体験活動などを通して，課題を設定し課題
意識をもつ。

② 課題解決の過程
数学的な手法や科学的な手法などを用い
て，仮説の設定，検証計画の立案，観察，実
験，調査等，結果の処理などを行う。

② 情報の収集
必要な情報を取り出したり収集したりする。

③ 分析・考察・推論
得られた結果を分析し，先行研究や理論な
ども考慮しながら考察し推論する。

③ 整理・分析
収集した情報を，整理したり分析したりし
て思考する。

④ 表現・伝達
課題解決の過程と結果や成果などをまとめ，
発表する。

④ まとめ・表現
気付きや発見，自分の考えなどをまとめ，
判断し，表現する。

※ 指導上の配慮事項
探究の過程は①〜④の必ずしも一方向の流
れではない。探究のための具体的な方法を
固定して考えず，探究の過程を適宜振り返
りながら改善させる。

※ 指導上の配慮事項
探究の過程は①〜④が順序よく繰り返さ
れるわけではなく，順番が前後することも
あるし，一つの活動の中に複数のプロセス
が一体化して同時に行われる場合もある。
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